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市長室だより

地域医療と
　人材確保

　市民の皆様の生命と健康を守る－。地域医療の安

定的な構築は重要な市政課題の一つです。実現のた

めには、医師や看護師などの人材確保と、質の高い

医療の提供が必要です。しかし、地方の医療従事者

不足が深刻化しています。

　市では医療従事者の育成・確保にむけて、様々な

施策に取り組んでいます。平成 22年度からは独自に

奨学金制度を設け、これまでに医学生２名、看護学

生 18名の利用がありました。また、医療分野への関

心を高めるため、小・中学生を対象に地域医療教育

推進事業に取り組んでいます。医療従事者による講座

や教材の提供などを通じて、地域医療の大切さややり

がいなどを紹介しています。

　一方、今年度から新たに取り組んでいるのが、地元

医学部を卒業した若手医師や、奨学金を利用されて

いる学生等との「交流会」です。私たち行政側が市の

地域医療の状況を説明し、熱意を持って共に市民の

生命と健康を守るために話し合うものです。私にとって

も若い医療関係者が「何を目指したいか」「どんな目

標があるのか」などを知る良い機会にもなっています。

　市内には3カ所の病院と23カ所の医科診療所があ

ります。各医療機関と連携しながら救急医療と、急性期・

回復期・慢性期患者の受入体制、そして在宅医療を担

う体制を整えていきます。市の地域医療を守るために

も引き続き医療従事者の人材確保に努めていきます。
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別 刷　市民カレンダー

4月の行事／日曜日・祝日診療など

　　

今月の表紙

市長室だより

市政トピックス

特集：安来で暮らして

LIVING in YASUGI

　　　　～隣の外国人～

3 月定例会・市長の施政方針

春のイベント情報

たうんとぴっくす

食育レシピ / 加納美術館だより

水道料金改定（2 年目）

安来庁舎来庁時のお知らせ

新刊図書紹介

「ジョーホーの森」各種お知らせ

きらり光る☆地域（裏表紙）

夢に向かって旅立ち

　それぞれの夢に向かって今春、旅立つ

仲良し三人組（左から）、宮本愛
あ み

海さん・

長谷川美
み く

空さん・内田樹
じゅり

里さん。保育所

から高校まで14年間ずっと一緒に過ご

してきました。「寂しい気持ちはありま

すが、それぞれ目標に向かってがんばり

ます」と母校前で皆さんは話します。

撮影日／２月　場所／伯太町安田（安田小学校）

信
長

短
市
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も く じ

◀
地
域
医
療
を
守
る

交
流
会
（
２
月
17

日
）
。
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平
成
29

年
度
県
優
良
公
民
館
表
彰

を
広
瀬
交
流
セ
ン
タ
ー
が
受
賞
し
ま

し
た
。
工
夫
あ
る
取
り
組
み
で
地
域

住
民
の
活
動
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
公
民
館
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今

年
度
は
県
内
２
館
が
選
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
原
金
造
館
長
は
「
住
民
の
皆
さ

ん
の
様
々
な
活
動
の
お
手
伝
い
を
心

が
け
て
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
は
、

見
守
り
隊
や
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
、
地

域
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
へ
の
参
画
な

ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
活
動
が
評
価

さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

富
田
城
跡
整
備
事
業
に
伴
い
昨
年

10

月
か
ら
休
館
し
て
い
た
歴
史
資
料

館
（
広
瀬
町
町
帳
）
が
、
３
月
21

日

か
ら
開
館
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
工

事
で
は
事
務
室
と
玄
関
部
分
を
改
修

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
平
成
31

年
度

に
か
け
て
城
跡
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能

と
な
る
部
屋
の
改
修
工
事
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
２
階
の
展
示
室
で
は
一
部
、

展
示
品
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
整
備
事

業
に
伴
い
実
施
さ
れ
た
発
掘
調
査
で

出
土
し
た
装
飾
瓦
や
陶
磁
器
な
ど
約

20

点
を
新
た
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
提
供

広
小
・
岩
田
く
ん
大
臣
賞

歴
史
資
料
館
の
展
示
替
え

　

子
か
ら
親
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
詩

で
表
し
た
親
守
詩
の
全
国
大
会
が
あ

り
、
広
瀬
小
１
年
岩
田
明あ

ゆ

た

優
大
く
ん

の
作
品
が
、
文
部
科
学
大
臣
賞
に
輝

き
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
８
万
２
０
３
３
点
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
岩
田
く
ん
の
作
品

は
、
泣
い
て
い
る
と
き
、
お
な
か
が

い
た
い
と
き
、
い
つ
も
元
気
を
く
れ

る
お
母
さ
ん
の
手
を
魔
法
の
手
と
し

て
詩
に
詠
み
ま
し
た
。

　

受
賞
を
受
け
た
岩
田
く
ん
は
「
う

れ
し
い
。
い
つ
も
や
さ
し
い
お
母
さ

ん
を
思
い
出
し
て
書
い
た
」
と
喜
び

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
は
３
月
１
日
か
ら
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
公
開

し
て
い
ま
す
。
「
結
婚
」
「
子
育
て
」

と
い
っ
た
暮
ら
し
の
場
面
か
ら
必
要

な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
メ

ニ
ュ
ー
ア
イ
コ
ン
を
設
け
る
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
必
要
な
情
報
を
す

ぐ
に
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

整
理
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
人
や
高
齢

者
な
ど
を
含
む
誰
も
が
利
用
で
き
る

サ
イ
ト
を
目
指
し
、
総
務
省
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
編
集

と
な
っ
て
い
ま
す
。

広
瀬
交
流
セ
ン
タ
ー
が
受
賞

市政トピックス　最近の主な動きを紹介します

▶
出
土
し
た
鯱
瓦
（
し
ゃ
ち
が
わ
ら
）

の
一
部
分
。
こ
れ
に
よ
り
櫓
が
あ
っ

た
こ
と
が
推
定
さ
れ
ま
す
。

◀
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
は
市
の
情
報

を
「
く
ら
し
」
「
し
ご
と
」
「
市
政
」

に
分
類
し
て
い
ま
す
。

▶
同
セ
ン
タ
ー
職
員
の
皆
さ
ん
。
「
傍
観

者
を
参
加
者
へ
、
参
加
者
を
参
画
者
へ
」

と
い
う
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

◀
受
賞
し
た
岩
田
明
優
大
く
ん
。
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特集　LIVING in YASUGI
　　　　～隣の外国人～

安来で

くらして

　市内に住む外国人数は増加傾向にあり、安来にも国際化の波が押し寄せています。も

しあなたの隣に外国人が引っ越してきたら？地域で外国人が困っていたら？一緒に暮ら

して行くにはどうしたらよいでしょうか。今回の特集では安来に住む外国人の皆さんの

声を通して、外国人との暮らしについてを考えます。

日本語教室の皆さん

▲舶来屋で働く蔡
ツァイ

さん（右）と同僚の井上力仁さん。
◀竹内ミラさん（中央）と安来苑の従業員の皆さん
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　日本旅館・安来苑で働く竹内

ミラさんは、レストランの接客

から館内清掃、客室対応まで何

でもこなします。外国人も多い

旅館。日本語・英語・タガログ

語を使う竹内さんは、いなくて

はならない存在となっていま

す。

ー接客に不安は？

　勤め始めた当時は日本語で日

常会話ができる程度で、難しい

言葉や方言がわからなくて苦労

しました。旅館の皆さんに助け

てもらいながら楽しく働かせて

もらっています。

ー困ったところは？

　例えば客室に案内すると座っ

てお茶を出しますが、習慣がな

いので作法などが全くわかりま

せんでした。こういった文化の

違いが多くあり、旅館の先輩に

教えてもらい覚えました。

ー子育ての違い

　日本の学校は設備や教育体制

がしっかりしており、安心して

子育てができました。反面、モ

ノがあふれている分、日本の子

どもは我慢強くないと感じます。

ー安来の印象

　寒さにはいまだ慣れません

が、真面目でやさしい人が多く

安心して住める場所です。

ー外国人への対応

　フィリピンは、明るくフレン

ドリーな国民性なので、日本人

の真面目な性格がよそよそしく

感じることがあります。肩の力

を抜いて気軽に話しかけてくれ

たらきっと嬉しいと思います。

　市内の洋食店・舶来屋でシェ

フとして働く蔡さん。主に厨房

を担当し、難しいとされるハン

バーグの調理を任されるなど、

厚く信頼されています。

ー働くきっかけ

　当初、外国人の多い職場で働

いていました。ある程度、日本

語ができるようになったので母

国の台湾で学んだ料理の世界に

入りました。できあがった料理

を見るとうれしいです。

ー仕事で困ることは？

　やはり言葉です。日本に来た

ときは日本語を話すことができ

ませんでした。話したいけど上

手く伝える事ができなくて、消

極的になりました。今はメモを

持ち歩き、言葉でわからないと

ころは、絵や漢字で教えてもら

うようにしています。

ー日本人の性格

　自分に厳しく、礼儀正しく

ルールを守る人が多いです。た

だ、台湾には敬語がほとんどな

いので、敬語で話されると距離

を感じることがあります。

ー安来での暮らしは？

　人がやさしく、自然の中で家

族と落ち着いた暮らしができ、

満足しています。台湾では幼少

期から英語や数学を勉強します

ので、子どもへのスポーツや体

験活動が充実している日本の教

育を受けることができ良かった

です。来日当初、わからなくて

苦労した安来の方言が、口に出

るほど、安来の生活が染みつい

てきました。（笑）

安来在住の外国人にインタビューをしました。

竹内ミラさん
フィリピン出身。31年前に来日し

安来市民に。24年前から日本旅館・

安来苑に勤務。明るい笑顔がトレー

ドマーク。２人の子どもを育てる。

蔡
ツァイ

豪
ハオ

偉
イ

さん

台湾出身。結婚を機に６年前に奥

さんの実家のある安来市に。趣味

は日本の小説を読むこと。お子さ

んと奥さんの３人暮らし。
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外国人に日本語の読み書きを　ー日本語教室ー

　社日交流センターでは毎週日本語教室が開かれ

ています。現在教室に通う生徒は、安来在住の外

国人約10人。社日地区の人権を育てる会の会員の

皆さんがボランティアで日本語を教えています。

　この日、集まった生徒は７人。国籍は中国が１

人、フィリピンが６人で、先生は５人です。市内

はもちろんのこと、市外からも生徒を受け入れま

す。生徒は仕事を持つ人がほとんどで、毎週来ら

れる人は多くないですが、可能な限り都合をつけ

て出席し、日本語を学んでいます。授業が始まる

と先生がテキストを読み上げます。生徒の習熟度

には違いがありますが、同じ教材を使用。生徒ら

は、言葉を聞きながら読み方や意味の分からない

単語をチェックしていきます。読み上げが終わる

と手をあげて先生に質問します。「先生この漢字

の意味は？」「助手席は、運転手を助ける席なの

でこの字なんですね。なるほど～」。自分なりに

解釈しながら、言葉を理解していきます。

　教室は２時間程。終了後は、各自が持ち寄った

お菓子でお茶会が始まります。ここでは母国語が

解禁。英語にタガログ語、日本語などさまざまな

言葉が飛び交い、楽しげな声が響きます。

　教室が始まったのは６年前。同会の高橋信義会

長は「他市で日本に住む外国の方が困っている状

況を聞いたからです。ゴミを出す日や、お子さん

の学校・保育施設での提出物がわからないなど日

本語で困っている人の力になりたいと思いまし

た。単に日本語を理解できるようになるだけでな

く、運転免許証をとりたい、仕事に就きたいなど、

外国人が日本人と変わらない生活を送られるよう

に取り組んでいます」と話します。

　授業を受ける大島ベベリンさんは「先生たちに

本当に感謝しています。おかげで日本語の読み書

きができるようになりました。また、ここでは外

国人の仲間たちと思いのまましゃべることができ

ます。これが最高の気晴らしです」とニッコリ。

外国人たちの憩いの場にもなっています。

日本語教室

開催日　毎週水曜日

時　間　13 時 30 分～ 16 時頃

場　所　社日交流センター

●問い合わせ　社日交流センター

　　　　　　　℡２３- ２０４８

122人 128人
139人 141人

161人

186人

H24 H25 H26 H27 H28 H29

中国

80人

中国

80人

ベトナム

38人

ベトナム

38人

フィリピン

34人

フィリピン

34人

韓国 29人韓国 29人

米国 6人

朝鮮 5人 インドネシア 2人

その他 4人

市内の外国人数

※各年 12 月末日
現在。

市内外国人
国籍別数

※平成 30 年 3 月
１日現在。

安来に住む外国人は増加しています 多くの国の人が安来へ
来られています
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ごみの収集カレンダー・分け方早見表

中国語版・英語版を配布中です

　外国人の駆け込み寺

公益財団法人 しまね国際センター

　県民の幅広い国際交流・国際理解を推進する

ために平成元年に設立されました。中国語、タ

ガログ語、英語を話せるスタッフが常駐し、外

国人の暮らしに関する相談、行政窓口や病院な

どへの通訳ボランティアの派遣、多言語による

情報の発信など外国人へのサポート事業を行っ

ています。

　●しまね国際センター℡ 0852-31-5056
　　ホームページ　http://www.sic-info.org

日本人と同じように接してほしい
　しまね国際センターで外国人向けのサポートや相談業務をさ

れているお二人に外国人についてお話しを伺いました。 　

社会では浮く傾向にあります。

ア）日本人が気を遣い、はっき

り言わないのは外国人にはわか

りにくいです。住んでみるとそ

の良さも分かりますが、外国人

にははっきり意思表示した方が

よいです。また、ほとんどの外

国人は敬語がわかりません。「召

し上がる」よりは「食べる」と

言われた方が通じます。

ー生活する上で不安なところ

李） 多くの外国人は災害が不安

です。 私も学生時代に鳥取西部

大地震を経験しました。 当時は

避難方法も避難所も知りません

でした。 地震の知識がなく、 ど

うすればよいかわからず部屋か

ら動くこともできず怖かったで

す。 島根には多くの災害があり

ます。 外国人が地域に溶けこめ

ばよいですが、 多くは職場や

学校から離れると、 つながりが

弱いです。 センターでは外国人

向けの防災訓練を行っています

が、 限りがあり、 地域の皆さん

とつながることが大切です。

ア） 外国人は漢字が読めなくて

もひらがなが読める人は多いで

す。 市報や回覧板などにルビが

ついていればたいていの外国

人は分かると思います。 重要な

箇所に付箋をつけてもらうだけ

でありがたいです。

ー外国人とつきあい方

李）日本人と変わらず平等につ

き合ってくれればうれしいです。

外国人だから声をかけるとかで

はなく、地域に住む住民の一人

として日本人と同じように扱っ

てもらえればうれしいです。

ア）まず、あいさつから。「こん

にちは」と始めてください。そ

こから相手のことを知り、お互

いの違いを認め合い、思いやる

ことが共生社会を築いて行く第

一歩だと思います。

ー島根の第一印象は

八嶋アーリーンさん（以下、ア）

マニラと比べ想像以上の田舎で

驚きました。ただ、住んでみると、

町や水、空気がきれいで、人が

多くなく静かで住みやすい。

ー文化の違いを感じるところ

李海冰さん（以下、李）。日本

人は和を重視する傾向がありま

す。反面、自己主張や個性が強

い人を嫌います。外国人は個性

を重視しますので、日本の地域

　ごみの分別方法を要

約した「ごみ分け方早見

表」と、お住まいの地区

の収集日を記載した「ご

み収集カレンダー 」の

中国語版・英語版を環

境政策課で配布してい

ます。また、市のホームページにも公開していま

す。印刷してお使いください。

　　
●問い合わせ　環境政策課℡ 23-3100

しまね国際センター

　八嶋アーリーンさん

フィリピン出身。結婚を機に島

根に移住して 23 年。

しまね国際センター

　　李海冰さん

中国出身。留学を機に 20 年前

に島根県へ移住。
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私
は
就
任
以
来
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
住

み
良
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
人
々

が
集
い
、
憩
う
よ
う
な
環
境
を
つ
く
る
と
い

う
信
念
の
も
と
、
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ

く
り
に
ま
い
進
し
て
き
ま
し
た
。
新
安
来
庁

舎
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
・
ア
ル
テ
ピ
ア
、
給

食
セ
ン
タ
ー
の
３
大
事
業
を
は
じ
め
市
内
全

域
へ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
、
第
一
中
学
校
、

消
防
庁
舎
、
南
十
神
ポ
ン
プ
場
等
の
整
備
や

全
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
事
業
も
、
乳
幼
児
医
療
費

や
予
防
接
種
費
用
、
不
妊
治
療
費
、
新
生
児

聴
覚
検
査
費
用
の
助
成
、
就
学
援
助
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充
、
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー

支
援
事
業
な
ど
他
市
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い

数
々
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
安
来
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

ソ
フ
ト
事
業
の
更
な
る
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
「
生
活
環
境
の
向
上
」
で
す
。

多
様
な
働
く
場
を
作
り
、
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
、
快
適
な
居
住
環
境
、
さ
ら
な
る
教
育
、

福
祉
の
充
実
、
豊
か
な
文
化
や
芸
術
に
触

れ
、
安
来
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
幸

福
な
生
活
を
送
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
「
地
域
資
源
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
」
で
す
。
今
年
は
明
治
元
年
か
ら

１
５
０
年
で
す
。
明
治
時
代
の
安
来
は
、
県

内
初
の
鉄
道
開
通
、
安
来
節
保
存
会
や
雲
伯

鉄
鋼
合
資
会
社
の
設
立
、
安
来
市
名
誉
市
民

５
名
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
文
化
人
の
誕

生
な
ど
、
現
在
の
都
市
基
盤
や
産
業
・
文
化

の
礎
が
育
ま
れ
た
画
期
的
な
時
代
で
し
た
。

そ
し
て
、
大
正
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
産
業

が
発
達
す
る
と
と
も
に
文
化
が
花
開
き
、
陸

海
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
ま
ち
は
活
気
に
満

ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

総
合
文
化
ホ
ー
ル
・
ア
ル
テ
ピ
ア
の
開
館

以
来
、
多
彩
な
開
館
イ
ベ
ン
ト
等
に
多
く
の

方
に
来
場
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
満
席
の
会

場
を
見
る
に
つ
け
、
こ
の
ホ
ー
ル
が
市
民
の

皆
さ
ん
が
待
ち
望
ん
で
い
た
施
設
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
て
い
ま
す
。
安
来
の
文
化
や

伝
統
が
こ
の
後
も
市
民
に
し
っ
か
り
と
受
け

継
が
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
の
思
い
を
感

じ
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

市
が
目
指
す
将
来
像
「
人
が
集
い 

未
来

を
拓
く 

も
の
づ
く
り
と
文
化
の
ま
ち
」
に

向
け
、
主
要
施
策
で
あ
る
「
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
支
援
」
、
「
産
業
振
興
」
、
「
住
環
境
向

上
」
、
「
魅
力
的
な
地
域
形
成
」
、
「
広
域
連

携
」
か
ら
な
る
総
合
戦
略
を
着
実
に
推
進
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
平
成
30
年
度
の
予
算
編
成

「
第
２
次
安
来
市
総
合
計
画
」
将
来
像

の
実
現
に
向
け
た
施
策
、
「
安
来
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に

よ
る
人
口
減
少
対
策
と
安
来
市
の
創
生
を
目

的
と
し
た
施
策
へ
の
取
り
組
み
を
重
点
的
か

つ
着
実
に
進
め
ま
す
。
一
方
で
、
中
期
財
政

計
画
を
踏
ま
え
、
費
用
対
効
果
・
事
業
規
模
・

実
施
時
期
や
終
期
の
設
定
等
を
検
証
し
、
厳

し
い
財
政
状
況
を
職
員
一
人
ひ
と
り
が
認
識

す
る
と
と
も
に
、
緊
急
性
、
必
要
性
の
高
い

人々が集い住み続ける、
魅力的なまちづくりを
進めます

市議会３月定例会　安来市長の施政方針

3 月 1 日に開会した市議会定例会で、近藤市長が表明した

平成 30 年度の市政運営の基本的な考え方や主要施策につ

いて概要をお知らせします。

※施策は総合戦略の基本目標ごとに説明しています。
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事
業
を
最
優
先
し
、
所
要
の
経
費
に
つ
い
て

予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援

結
婚
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
出
産
・

子
育
て
環
境
の
充
実
、
学
校
教
育
の

充
実
・
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
の
育
成
に
よ
り
、

結
婚
か
ら
子
育
て
を
切
れ
目
な
く
支
援
し
ま

す
。

▼
未
婚
化
・
晩
婚
化
が
少
子
化
の
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
市
民
団
体
等
が
行

う
婚
活
事
業
に
対
し
て
新
た
に
補
助
金
を
交

付
し
、
出
会
い
の
場
の
創
出
に
よ
り
、
婚
姻

率
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

▼
子
育
て
世
帯
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
島
田
・
能
義
幼
稚
園
を
幼
稚
園
型
認
定

こ
ど
も
園
へ
移
行
し
、
３
歳
以
上
の
幼
児
の

教
育

･

保
育
の
提
供
の
場
を
確
保
し
ま
す
。

▼
市
立
城
谷
保
育
所
は
、
業
務
移
譲
に
向
け

指
定
管
理
者
が
平
成
31

年
４
月
開
所
予
定
で

行
う
新
築
工
事
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
、
新
生
児
聴
覚
検

査
費
用
助
成
事
業
は
、
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。

▼
新
た
な
学
校
図
書
館
図
書
管
理
シ
ス
テ
ム

を
平
成
30

年
度
か
ら
稼
働
さ
せ
、
学
校
図
書

館
の
機
能
の
充
実
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
が

主
体
的
に
学
ぶ
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

▼
新
た
に
伯
太
中
学
校
、
社
日
・
荒
島
・
赤

江
・
広
瀬
・
安
田
・
母
里
小
学
校
の
７
校
で

給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
配
食
を
開
始
し
ま

す
。
引
き
続
き
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
の
た
め
、
安
全
安
心
で
お
い
し
い
給
食
の

提
供
を
通
じ
て
食
育
に
努
め
ま
す
。

▼
就
学
援
助
制
度
は
、
新
入
学
学
用
品
費
の

入
学
前
支
給
の
対
象
を
小
学
校
新
入
学
ま
で

拡
充
し
、
特
別
支
援
教
育
で
は
特
別
支
援
教

育
支
援
員
を
増
員
す
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り

の
学
び
の
支
援
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

▼
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
の
育
成
の
た
め
、
平
成

30

年
度
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
５
名
増
員
し
、
32

年
度

に
完
全
実
施
と
な
る
新
学
習
指
導
要
領
の
小

学
校
外
国
語
教
育
に
向
け
た
取
り
組
み
を
先

行
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
産
業
振
興
に
よ
る
雇
用
の
場
の
確
保

商
工
業
・
農
林
業
振
興
と
地
域
資
源
を

活
か
し
た
観
光
振
興
に
よ
り
、
若
者

に
魅
力
あ
る
雇
用
の
場
を
創
出
し
ま
す
。

▼
商
工
業
の
振
興
は
、
既
存
立
地
企
業
や
新

規
立
地
企
業
の
新
設
・
増
設
等
に
対
し
、
企

業
立
地
雇
用
促
進
事
業
に
よ
り
奨
励
措
置
を

講
じ
ま
す
。

▼
代
表
的
な
集
積
産
業
で
あ
る
特
殊
鋼
関
連

産
業
を
は
じ
め
と
す
る
も
の
づ
く
り
企
業
で

の
新
製
品
お
よ
び
新
技
術
の
開
発
、
取
引
拡

大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

▼
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
た
め
、
新
た
な
工

業
団
地
を
整
備
し
ま
す
。

▼
大
塚
・
安
田
・
宇
賀
荘
第
三
・
吉
田
地
区

の
大
区
画
ほ
場
整
備
に
よ
り
生
産
基
盤
を
強

化
し
ま
す
。
ま
た
、
大お
お
さ
と郷

地
区
の
基
幹
農
道

を
整
備
し
、
農
産
物
や
生
産
資
材
等
の
輸
送

の
合
理
化
を
図
り
ま
す
。

▼
農
地
お
よ
び
農
業
用
排
水
路
等
の
長
寿
命

化
の
た
め
の
補
修
・
更
新
、
水
質
及
び
土
壌

等
の
保
全
活
動
を
行
う
活
動
組
織
を
支
援
し

ま
す
。

市議会３月定例会・施政方針

▲保育ニーズに対応するため幼稚園型認定こども園への移行を進め、子育

てしやすい環境づくりに取り組みます。写真は能義幼稚園。▶小学校外国

語教育に向けた取り組みを先行的に実施するため ALT を増員します。写真

は社日小学校 3年生への英語での読み聞かせの様子。
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▼
担
い
手
育
成
は
、
国
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
制
度
を
活
用
し
、
集
落
お
よ
び
地
域
の
特

性
に
合
わ
せ
た
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

地
域
農
業
の
振
興
や
地
域
活
性
へ
つ
な
げ
ま

す
。

▼
受
け
入
れ
集
落
、
指
導
者
、
農
地
に
加
え
、

「
住
居
」
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
、
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
に
よ
る
新
規
就
農
者
を
誘
致
す
る
仕

組
み
に
よ
り
、
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成
と
定

住
を
促
進
し
ま
す
。

▼
水
田
農
業
経
営
は
、
40

年
以
上
続
い
た
減

反
政
策
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
な
米
政
策
に
向

け
、
円
滑
な
推
進
お
よ
び
飼
料
用
米
、
麦
、

大
豆
等
戦
略
作
物
の
本
作
化
を
進
め
、
経
営

安
定
化
を
図
り
ま
す
。

▼
条
件
の
不
利
な
中
山
間
地
域
等
の
農
業
の

振
興
、
共
同
活
動
を
通
し
て
農
地
等
の
持
つ

多
面
的
機
能
を
維
持
し
、
集
落
の
体
制
整
備

及
び
活
性
化
を
支
援
し
ま
す
。　
　

▼
９
月
に
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
、
戦
国
尼
子

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
同
時
開
催
し
、
整
備
が

進
む
月
山
富
田
城
跡
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
、
誘

客
に
結
び
つ
け
ま
す
。

▼
史
跡
富
田
城
跡
整
備
は
、
来
訪
者
の
利
便

性
を
向
上
す
る
た
め
、
千
畳
平
・
馬
乗
馬
場

地
区
の
整
備
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
整
備
の
た

め
歴
史
資
料
館
の
改
修
等
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
広
瀬
絣
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
、
特
産
品

販
売
と
飲
食
ブ
ー
ス
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
　
　
　
住
環
境
の
向
上

住
宅
の
確
保
、
移
住
者
受
け
入
れ
体
制

の
充
実
、
ま
ち
な
か
等
の
利
便
性
向

上
、
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
よ
り
、

住
環
境
を
向
上
し
、
市
民
の
定
住
意
識
を
高

め
ま
す
。

▼
ハ
ー
モ
ニ
ー
タ
ウ
ン
汐
彩
の
早
期
完
売
に

向
け
、
平
成
30

年
度
か
ら
お
客
さ
ま
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
新
た
な
分
譲
を
進
め
ま
す
。

▼
国
道
９
号
沿
い
等
で
交
通
に
支
障
を
き
た

す
恐
れ
の
あ
る
建
築
物
の
耐
震
診
断
を
助
成

す
る
と
と
も
に
、
老
朽
危
険
建
築
物
等
の
除

却
助
成
や
空
家
等
へ
の
対
策
を
実
施
し
ま

す
。

▼
市
民
お
よ
び
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
等
の
定

住
を
進
め
る
た
め
、
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
等

の
助
成
を
行
い
ま
す
。

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
に
よ
り
移
住
し

た
隊
員
の
定
住
を
図
る
た
め
、
任
期
終
了
後

に
起
業
す
る
場
合
の
経
費
を
補
助
し
、
生
活

基
盤
の
安
定
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
市
民
交
流
の
場
、
災
害
時
避
難
の
場
と
し

て
、
安
来
庁
舎
建
設
事
業
の
全
工
程
を
完
成

す
る
と
と
も
に
防
災
棟
・
防
災
公
園
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

▼
（
仮
称
）
中
海
ふ
れ
あ
い
公
園
整
備
は
、

市
民
の
憩
い
の
空
間
を
創
出
す
る
た
め
、
子

供
広
場
や
駐
車
場
、
東
屋
の
建
築
な
ど
を
行

い
ま
す
。

▼
医
師
、
看
護
師
等
の
医
療
従
事
者
の
市
内

就
職
・
定
着
を
図
る
た
め
、
医
療
従
事
者
を

目
指
す
中
高
生
に
対
す
る
講
演
や
地
域
枠
推

薦
者
と
行
政
、
関
係
機
関
、
市
内
医
師
等
と

の
交
流
を
行
い
ま
す
。

▼
県
地
域
医
療
構
想
に
基
づ
い
た
医
療
施
設

整
備
と
し
て
、
医
療
提
供
の
確
保
の
た
め
、

社
会
医
療
法
人
昌
林
会
安
来
第
一
病
院
へ
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
含
ん
だ
新
診
療
棟
建
設

▲木々の伐採が進み千畳平が見えるようになった月山富田城跡。背後には山頂

がそびえます。 ▶生産コストの低減や地域農業の活性化の目的で大規模ほ場整

備を進めます。写真は安田地区。▶農業経営の強化のため、戦略作物（大豆、麦、

キャベツなど）の栽培を奨励しています。
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を
対
象
と
し
た
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
介
護
保
険
事
業
は
、
第
７
期
計
画
を
基
本

と
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

推
進
す
る
た
め
、
中
核
的
な
機
関
で
あ
る
安

来
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
安
来
市
在

宅
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
と
拡
充

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
障
が
い
者
支
援
は
、
今
年
度
に
策
定
す
る

第
３
期
障
が
い
者
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
障

が
い
者
の
自
立
や
社
会
参
加
の
支
援
等
の
た

め
の
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し

ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
健
事
業
は
、
都
道
府
県
化
に

向
け
て
円
滑
な
移
行
に
努
め
ま
す
。

▼
市
民
体
育
館
の
耐
震
改
修
工
事
を
進
め
、

安
全
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
施

設
を
提
供
し
、
市
民
の
健
康
増
進
を
図
り
ま

す
。

▼
地
域
防
災
力
の
中
核
を
な
す
消
防
団
は
、

布
部
分
団
消
防
拠
点
施
設
を
建
築
し
、
ま

た
、
安
来
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更

新
し
ま
す
。

▼
除
雪
体
制
に
つ
い
て
は
、
除
雪
車
を
更
新

し
、
安
全
で
円
滑
な
道
路
網
を
確
保
す
る
よ

う
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
魅
力
的
な
地
域
形
成

地
域
の
拠
点
づ
く
り
と
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ
り
、
多
種
多
様

な
地
域
を
形
成
し
ま
す
。

▼
比
田
・
下
山
佐
・
安
田
交
流
セ
ン
タ
ー
の

３
施
設
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、
地
域

の
拠
点
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

▼
交
流
セ
ン
タ
ー
が
、
地
域
住
民
と
と
も
に

地
域
の
課
題
を
掘
り
下
げ
、
そ
の
解
決
に
向

け
た
学
習
・
実
践
活
動
を
行
う
「
が
ん
ば
る

地
域
お
こ
し
支
援
事
業
」
を
継
続
実
施
し
、

特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

▼
道
路
網
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
に
向
け
、
関

係
機
関
に
要
望
・
協
議
を
進
め
、
準
備
段
階

調
査
の
採
択
を
目
指
し
ま
す
。

▼
安
来
木
次
線
（
切
川
２
工
区
）
、
都
市
計

画
道
路
飯
島
線
と
安
来
市
街
地
を
東
西
に
結

ぶ
市
道
安
来
港
飯
島
線
の
拡
幅
改
良
を
平
成

36

年
度
で
の
完
了
を
目
標
に
行
い
ま
す
。

▼
公
共
交
通
空
白
地
域
対
策
の
た
め
、
比
田

地
区
で
本
格
運
行
に
向
け
、
自
治
会
輸
送
事

業
の
実
証
実
験
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
広
域
連
携
で
魅
力
あ
る
圏
域
づ
く
り

市
は
、
日
本
海
側
有
数
の
人
口
、
経
済

が
集
積
す
る
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山

圏
域
の
一
角
を
占
め
ま
す
。
こ
の
圏
域
を
構

成
す
る
５
市
等
と
圏
域
市
長
会
を
組
織
し
、

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

圏
域
版
総
合
戦
略
に
よ
る
地
方
創
生
の
実

現
に
向
け
、
圏
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
機
構
の
本

格
稼
働
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進
を
は

じ
め
、
産
学
・
医
工
連
携
事
業
な
ど
に
よ
る

力
強
い
圏
域
産
業
の
国
内
外
へ
の
発
信
、
圏

域
内
イ
ン
フ
ラ
整
備
促
進
に
関
す
る
要
望
に

関
す
る
連
携
強
化
な
ど
、
構
成
市
や
経
済
界

な
ど
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
取
り
組
み
ま
す
。

※
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
は
次
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

市議会３月定例会・施政方針

▲宇波地区の自治会輸送事業の様子。

▲市民の安心安全な暮らしを守ります。

▲地域防災の要となる消防団の活動を

応援していきます。

▲市民体育館の天井などの耐震化を進めます。

▲安来庁舎では車庫棟と駐車場を整備中です。
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　色鮮やかなチューリップに囲まれながら、テ

ント村やステージイベントをお楽しみください。

▼チューリップウオーク

　母里地区内4.2キロのコース。参加は無料。

受付（９：45～10：15）は当日、伯太中央交流

センターで。駐車場はありません。
問　母里交流センター　☎ 37-0225

▼フォトコンテスト

　チューリップの花を織り込んだ伯太の風景を

テーマに募集。締切りは５月18日当日消印有効。
問　安来市商工会伯太支所　☎ 37-1154

▼シャトルバス

　会場周辺には駐車場がありません。臨時駐車

場またはＪＲ安来駅から運行する無料シャトル

バスをご利用ください。
問　伯太地域センター　☎ 23-3300

第 30 回はくた
　チューリップ祭
４月15日㈰　10：00～16：00
市役所伯太庁舎周辺

　飯梨川両岸沿いに桜が咲きます。広瀬絣セン

ター前ではボンボリが点灯します。

▼イベント : ４月14日㈯に三日月公園でステー

ジイベントなどを開催。
問　安来市観光協会　☎ 23-7667

広瀬 桜まつり
３月28日㈬～４月15日㈰

　安来公園内でボンボリ点灯と安来節の公演を

行います。

▼安来節公演（会場：安来公園演舞場）

　４月４・５・６日は午後１時、４月７日は午

後１・３・７時、４月８日は午後１・３・６時。

　※４月７日㈯ 13時～　子ども安来節

▼ボンボリ点灯　３月28日～４月11日
問　安来市観光協会　☎ 23-7667

安来公園 桜まつり
３月31日㈯～４月８日㈰

昨年のフォトコンテスト入賞作品

安
来
、

春
の
行
事

anguru やすぎフォトコンテスト
テーマ：「あなたが見つけた安来を感じるアングル」
部門・期間：①デジタルデータ・写真部門、平成
30年４月11日まで②インスタグラム部門、同11月
30日まで
問い合わせ　安来市観光協会　☎ 23-7667　
専用 HP　 http://anguru.jp/

花
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

市
内
で
も
春
ら
し
い
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
各
地
に
出
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

イ
ベ
ン
ト
の
問
い
合
わ
せ
は
安
来
市
観
光
協

会
（
☎
23-

７
６
６
７
）
へ
。
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　メーン会場は町民会館、広瀬中央交流セン

ター、吉田酒造、広瀬絣センターなど。駐車場

は広瀬小学校または河川敷をご利用ください。

▼４月１日㈰　10：30～ 武者行列

▼フォトコンテストを開催

尼子の里のおひなまつり
３月31日㈯～４月２日㈪　10：00～16：00
広瀬町広瀬周辺

　メーン会場は布部交流センター、加納美術館、

布部町通り。

▼４月３日㈫　14：00 ～ 子どもみこし（布部

神社スタート）

白椿の里のひなまつり
３月31日㈯～４月３日㈫　10：00～16：00
広瀬町布部周辺

　メーン会場は旧奥野邸、後藤邸、山本邸、は

くた文化学習館。

▼４月１日㈰　11：00～ 時代行列、12：00～  

ひな流し

城下町母里の
　　　おひなまつり

３月31日㈯～４月２日㈪　10：00～16：00
伯太町母里周辺

　子どもたちの健やかな成長を願い飯梨川に

「流し雛」を流します。11：00 ～ 人形・古札供養、

13：00 ～ ひな流しです。

▼フォトコンテストを開催

尼子の里富田のひな流し
４月８日㈰
広瀬絣センター前河川敷

やすぎのひなめぐり：４月１日は JR安来駅と３会場を巡回する無料シャトルバスを運行します。

猿隠高原シバザクラ祭り
４月下旬～５月上旬　　広瀬町東比田

　花の見頃は４月20日頃～５月10日頃。田んぼの畦
あぜ

に咲くシ

バザクラアートや花の甘い香りをお楽しみください。

▼イベント：５月３日㈭　10：00～16：00、会場は永田自治会

周辺。ステージイベント（11：00～）やスタンプラリーを行い

ます。駐車場は東比田交流センターをご利用ください。
問　実行委員会　☎ 090-7597-8219



たうん
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まちの話題や出来事を紹介します
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今月の一枚

　１月下旬から安来平野や中海沿岸で９

羽のマナヅルが確認されています。灰色

の羽や目の周りが赤いのが特徴で、優雅

な姿を見せてくれています。

　今年９月に開催する「戦国尼子フェスティバル」

に向け、市では昨年５月から手づくり鎧かぶとづく

りの教室を開催してきました。この教室参加者によ

る発表会を２月24日、広瀬中央交流センターで開

催しました。教室参加者で完成した32人中、18人

が発表会に参加。オリジナル装飾の鎧かぶとを身に

まとい、観客に次々と披露しました。

　お孫さん用に製作した佐伯勇さん（南城谷町）は

「ペンキでの色塗りが難しく、５～６回は塗り直し

ました。かぶとの飾りには特にこだわりました」と

話し、孫の佐伯怜くん（５年生）は「今日初めて着

てみました。紙製なので軽く、とてもきれいです」

と気に入った様子でした。

手づくり鎧かぶと、完成でござる

◀下山佐交流センターの発表を熱
心に聞き入る参加者の皆さん。

住民の意見を反映した

　　地域ビジョン等を発表
　交流センターを核にした地域づくりを進めるた

め、市は「がんばる地域おこし支援事業」を進めて

います。この成果を発表する「協働の地域づくり

フォーラム」を２月18日、総合文化ホールで開催

しました。

　このうち、「地域ビジョン」作成に取り組んだ下

山佐交流センターの足立主事は「運動会や盆おどり

などの機会を通じて多くの意見を反映し、地域の課

題について住民との共有化を図った」と報告。16

の将来像を元に４本柱からなるビジョン「だれんも

でやって未来や下山佐」達成のため、「今後は具体

的な事業を話し合っていく」と今後の計画や抱負が

示されました。

　フォーラムでは島根大学毎熊浩一准教授による

「たかが協働　されど協働」と題した講演も行われ

ました。

▲発表者が観客の前を歩きます。
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完熟イチゴがお出迎え

安来産しいたけを知って

勇壮な音色響く 和太鼓まつり

　シイタケの原木の種駒を植菌する体験学習が２月

22日、比田小学校で行われました。

　体験には全児童36人が参加。児童らは、しいたけ

栽培の説明を受けた後、ドリルなどで穴が開けられ

た原木のクヌギ150本に、木づちを使って力強く菌

を埋め込みました。この日、植菌したシイタケは、

来年秋頃から収穫される予定です。

　１年生の上廻梅衣さんは「（シイタケが収穫でき

る）３年生の給食が待ち遠しい」と話していました。

　市では県、ＪＡしまねなどと連携し、シイタケの

生産向上・消費拡大に取り組んでいます。

　収穫の最盛期を迎えた “安来産いちご” を食材に

した、いちご懐石といちごランチが２月15日、割

烹 “季節料理定九郎” で披露されました。

　テーブルには、いちごのペーストを合わせたピン

ク色のいちご鍋や、ドレッシングにイチゴを使った

いちごサラダなど色鮮やかな10品が並びました。

　懐石を食べた新十神町の江田美和さんは「どの料

理もイチゴの酸味と甘みのバランスがとれており、

とてもおいしい」と感激して話していました。

※懐石料理は4482円、ランチは1620円。３日前ま

でに予約が必要。（５月５日まで）

　市内で活動する和太鼓グループなどが一堂に介し

たやすぎ和太鼓まつりが２月25日、安来市総合文

化ホールアルテピアで開かれました。

　この祭りは、結成25周年を記念して、伯太太鼓

が市内の太鼓チームの絆を深め、文化交流の輪を広

げようと企画。比田太鼓、飯梨太鼓、尼子太鼓など

７団体が出演し、それぞれ個性あふれる力強いス

テージを披露しました。また、子どもらが太鼓を体

験する場面もあり、観客らは地響きのように鳴り響

く太鼓の音を楽しんでいました。

　県内最大のイチゴ生産量を誇る安来のいちごをＰ

Ｒしようと３月３日・４日に、やすぎのいちご祭り

2018が道の駅あらエッサで開催されました。

　会場では、安来産イチゴの代表的な品種「あきひ

め」「紅ほっぺ」「かおり野」の生イチゴや、安来産

イチゴを使ったスイーツなどが所狭しと並べられま

しました。来場者は、色や大きさなど商品を見比べ

ながら、次々とカゴに入れていました。

　また、布製イチゴをパックに詰め、美しさと速さ

を競う競技『イチゴ農家のスゴ技に挑戦！』、イチ

ゴの賞品が当たるジャンケン大会などの催しも開か

れ、２日間とも多くの人でにぎわっていました。

やすぎのいちごを懐石とランチに

▶
会
場
で
イ
チ
ゴ
を
選
ぶ
家
族
。

◀
グ
ラ
ス
を
引
き
抜
く
と
鮮
や
か
な
色

彩
の
サ
ラ
ダ
が
広
が
り
ま
し
た
。

◀
観
客
を
圧
倒
し
た
伯
太
太
鼓
。
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美
術
の
教
科
書
に
出
て
く
る

　
　
　
　
　

画
家
が
勢
ぞ
ろ
い

安
来
市
加
納
美
術
館
だ
よ
り
　
電
話
36
Ｉ
０
８
８
０

　

安
来
市
加
納
美
術
館
は
、
平
和
を

希
求
し
た
画
家
加
納
莞か

ん
ら
い蕾

（
辰
夫
）

の
思
い
を
広
く
伝
え
た
い
と
願
っ
て

多
様
な
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
７
日
㈯
か
ら
は
、
公
益
社
団

法
人
糖
業
協
会
（
東
京
都
）
が
所
蔵

す
る
珠
玉
の
作
品
を
お
借
り
し
て
、

山
陰
で
初
め
て
「
特
別
展
・
名
品
と

出
会
う
」
を
開
催
し
ま
す
。
展
示
室

に
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
独

自
の
表
現
を
求
め
続
け
て
き
た
洋
画

家
た
ち
の
絵
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す
。

　

加
納
莞
蕾
は
、
独
立
美
術
協
会
を

活
動
の
場
と
し
て
第
一
回
展
か
ら
長

く
出
品
を
続
け
ま
し
た
。
今
回
の
展

示
で
は
、
莞
蕾
と
と
も
に
独
立
美
術

協
会
で
活
躍
し
た
画
家
も
多
数
出
品

し
て
い
ま
す
。
安
井
曽
太
郎
、
小
磯

良
平
、
東
郷
青
児
を
は
じ
め
美
術
教

科
書
に
出
て
く
る
画
家
の
作
品
を
通

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
画
家
の
表
現
方

法
の
違
い
に
触
れ
て
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
す
。

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
：
４
月
７
日

㈯
、
４
月
29
日
㈰
・
い
ず
れ
も
13
時

30
分
～
15
時

▼
鑑
賞
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
み
る
み

る
と
見
て
み
る
？
」
：
４
月
22
日
㈰
・

13
時
30
分
～
15
時

　

各
地
の
美
術
館
で
対
話
型
鑑
賞
に

取
り
組
む
「
み
る
み
る
の
会
」
メ
ン

バ
ー
が
当
館
に
初
登
場
。
こ
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
絵
の
中
に
入
り
込
む

よ
う
に
作
品
を
楽
し
み
ま
す
。

安井曽太郎「女と犬」
　　　　　・1940 年

▼期日：４月８日㈰

① 10時～12時 ②13時～15時

　解説付きで企画展を鑑賞後、茶

室如水庵で名碗に触れ、季節のお

菓子とともにお茶を愉しみます。

▼参加費は一人 2,500円、定員は

各15名。詳しくは美術館にお尋ね

ください。

名碗を愉しむ会

「桜茶会」

水菜のサラダ風寿司

和田管理栄養士のちょっこし食育レシピ　

（材料）　　　　　　（4人分）

米…………………………………………………２合

だし昆布…………………………… ５ｃｍ

　　酢…………………………… 大さじ３

Ａ　砂糖……………………… 大さじ２

　　塩…………………………… 小さじ１

芽ひじき（乾燥）…… 大さじ２

人参……………………………………… ６０ｇ

れんこん……………………… １００ｇ

水菜……………………………………… ７０ｇ

塩分
1.7g296Kcal

①洗った米を炊飯器に入れ、水加減を調節してからだし

　昆布を加えて炊く。

②芽ひじきは水で戻しておく。

③人参とれんこんは皮をむき、小さめの「さいの目切り」

　にする。２～３分ほどゆでたらザルにあげておく。

④水菜は長さ１cm に切って軽く塩をふり、しんなりし

　たら水気をしっかりしぼる。

⑤ちくわは小さめの「さいの目切り」にする。

⑥水で戻した芽ひじきは水気を切ってから鍋に入れ、B

を加えて６～７分ほど焦げないように炒り煮にする。

⑦①に A をまわしかけて寿司飯をつくる。そこに、③

　～⑥、白ごまを加えて混ぜ合わせ、器に盛る。

野菜がたっぷりで見た目が鮮やかなお寿司です。

※一人分あたり

ひな
祭り
に

おス
スメ
！

　ちくわ……………………… ３０ｇ

　白ごま………………… 大さじ１

　　 しょうゆ… … 大さじ１

　Ｂ …砂糖……………… 大さじ１

　　 みりん………… 大さじ１

作り方
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　今回の改定では、福祉政策的な観点から基本料金

の減免措置を行っています。

①減免の対象

　安来市内に住民登録をしている人の住居で、メー

ター口径が13ミリメートル、20ミリメートルの使

用者のうち、生計を一にする者及び同一のメーター

を利用する世帯全員の前年分の総所得額が下記の条

件を満たす世帯。（※生活保護受給世帯を除く）

　▼１人世帯：　480,000円以下

　▼２人世帯：　960,000円以下

　▼３人世帯：……1,440,000円以下

　▼４人世帯：……1,920,000円以下

　▼５人以上：  1,920,000円に４人を超える１人に

　　つき330,000円を加算した額以下

②減免額

改定前後の基本料金の差額分を減免額とします。

… 　単位：円（税抜）

２年目になります

水道料金の改定
　水道事業の健全な経営と適正な維持管理を行うた

め、水道料金を改定しました。今回の改定は、市民

の皆さんの負担を最小限にするため、激変緩和措置

を適用しています。

　平成29年度から平成31年度の３年間で段階的に

引き上げる計画で、今年は２年目になります。

問い合わせ：水道管理課　℡ 23-2020

水道料金改定に伴う

基本料金減免制度

1カ月あたりの水道基本料金表　単位：円（税抜）

基
本
料
金

口径

新料金

平成29年
４月１日～

平成30年
４月１日～

平成31年
４月１日～

13mm 1,100 1,200 1,250

20mm 1,380 1,490 1,550

25mm 1,650 1,800 1,900

30mm 2,150 2,300 2,400

40mm 2,850 3,000 3,100

50mm 5,400 5,700 5,950

75mm 10,650 11,250 11,800

100mm 24,750 24,850 24,900

　　

1 カ月あたりの水道従量料金表　単位：円（税抜）

従
量
料
金

使用水量㎥

新料金

平成29年
４月１日～

平成30年
４月１日～

平成31年
４月１日～

～ 8 0 0 0

9 ～ 11 136 144 156

12 ～ 15 141 149 162

16 ～ 20 144 153 166

21 ～ 30 161 171 185

31 ～ 40 173 183 198

41 ～ 50 181 191 207

51 ～ 100 185 196 212

101 ～ 500 190 201 218

501 ～ 194 206 223

※口径による従量料金の差はありません。

口径

改定前 改定後

～平成29年
３月31日

平成30年
4月１日～

平成31年
4月１日～

13 ｍｍ 1,000 1,200（200）1,250（250）

20 ｍｍ 1,350 1,490（140）1,550（200）

　　　　　　　　※（）内は減免額になります。　

③申請の方法

　「水道基本料金減免申請書」に生計を一にする者

及び同一のメーターを利用する世帯全員の①住民票

②市県民税課税証明書または収入の状況がわかる書

類を添えて申請してください。

・申請書設置場所、申請先：水道管理課（伯太庁舎）

※市のホームページにも掲載しています。

④申請の期間

　申請年度の７月末日まで

※８月１日以降に水道を使用開始した方は、開始

日から１カ月以内に申請してください。

⑤申請の有効期間

　平成30年４月１日から平成31年３月31日

※引き続き減免を受けようとする場合は、年度ご

とに更新の手続きが必要になります。

⑥減免制度の期間

　平成34年３月31日までになります。

●現行は 
基本料金が 1,100円で
136 円が３㎥で　408円
141 円が４㎥で　564円
144 円が５㎥で　720円
　　＋消費税　　223円
　　＝合計         3,015円

●平成30年4月からは
基本料金が 1,200円で
144 円が３㎥で　432円
149 円が４㎥で　596円
153 円が５㎥で　765円
　　＋消費税        239円
　　＝合計 　    3,232円

【具体的な料金の算定の比較】
　※口径13㎜で１ヶ月20㎥使用した場合

試
算
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安
来
庁
舎
来
庁
時
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

４
月
７
日
か
ら
国
道
９
号
側
の
出
入
り
は

仮
設
通
路
に
な
り
ま
す

　

現
在
安
来
庁
舎
の
西
側
で
安
来
庁
舎
附
属
棟
お

よ
び
外
構
整
備
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

国
道
９
号
か
ら
の
出
入
口
付
近
で
の
工
事
に
伴

い
、
４
月
７
日
㈯
よ
り
仮
設
通
路
を
通
行
く
だ
さ

い
。
安
全
に
工
事
を
進
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

仮
設
通
路
で
の
車
両
通
行
期
間

４
月
７
日
㈯
～
５
月
13

日
㈰
（
予
定
）

安
来
庁
舎
附
属
棟

■
建
物
概
要　

車
庫
棟　
　

鉄
骨
造
２
階
建

　
　
　
　
　

延
面
積　

７
４
８
・
99

㎡

ト
イ
レ
棟　

鉄
骨
造
平
屋
建

　
　
　
　
　

延
面
積　

47

・
52

㎡

■
工　
　

期　

７
月
18

日
㈬
（
予
定
）

国道 9号至松江 至米子

工事中

安来庁舎
駐車場

ロータリー

工事中

トイレ棟

パブリック
トイレ

駐輪場

別棟

車庫棟

仮
設
通
路

植栽

植栽

植栽

仮設通路利用期間（4月 7日㈯ ~5月13日㈰予定）

国道 9号

工事中
工事中

安来庁舎
駐車場

トイレ棟

別棟

車庫棟

　通
行
止
め

駐輪場

植栽

植栽

植栽

至松江 至米子

※
５
月
中
旬
以
降
、
約
半
月
の

間
、
国
道
９
号
側
の
出
入
口

を
終
日
通
行
止
め
と
す
る
予

定
に
し
て
い
ま
す
。
詳
細
の

ご
案
内
は
５
月
号
に
掲
載
し

ま
す
。

５月中旬からは通行止めの予定です

※
終
日
国
道
９
号
側
の
出
入
り
は
で

き
ま
す
が
、
安
来
庁
舎
前
の
ロ
ー

タ
リ
ー
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
…
管
財
課
℡
23-
３
０
６
２

パ
ブ
リ
ッ
ク
ト
イ
レ
が

　
　
　

一
時
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

　

現
在
、
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

ト
イ
レ
は
、
一
時
利
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

新
築
す
る
ト
イ
レ
棟
の

完
成
ま
で
の
間
、
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

●
パ
ブ
リ
ッ
ク
ト
イ
レ
が
使
用
で
き
な
い
期
間

　

４
月
７
日
㈯
～
８
月
（
予
定
）



book図書館からのお知らせ

編著・発行　パイ インターナショナル
執　筆　品川亮 

　神の領域に近
づき、侵略者か
ら身を守る、断
崖の城・教会・
都市の数々。な
ぜ人はそこに建造物を作ったの
でしょう。日本からは、唯一鳥
取県の投入堂を掲載。（根）

「世界の断崖おどろきの絶景建築」

アフター・ビットコイン 中島真志

掟上今日子の色見本 西尾維新

口笛の上手な白雪姫 小川洋子

写真がかっこよくとれる30のわざ２

 塩見徹

図解でわかる退職マニュアル　

 島田弘樹

菊のきせ綿 篠綾子

イスラームってなに？ シリーズ３

 長沢栄治

巨人の花よめ 菱木晃子

スプーンちゃん 小西英子

ドラゴンの飼い方 伊藤慎吾

その他　新刊図書

「古代日本の実像をひもとく
出雲の謎大全」

著　者　瀧音能之
出版社　青春出版社

　「神々の国」で、
本当は何が起き
ていたのか。「出
雲」の魅力をと
ことん味わい、
悠久の古代史を心ゆくまで楽し
むための必携書。（山）

著　者　中山七里
出版社　ＮＨＫ出版

「護られなかった者たちへ」

　ともに人格者
として知られる
市の福祉保健事
務所職員と県議
が、餓死させら
れる連続殺人事件が発生。事件
の裏にあるものとは。日本の福
祉制度の限界に挑んだ社会派ミ
ステリー。（田）

閉館時刻が変わります

　４月１日から平日の閉館

時刻が変わります。

■安来市立図書館

　19時から20時になります

　（土日祝日は18時）

■はくた図書室

　18時から19時になります

　（土日祝日は17時）

子ども読書会 会員募集

　安来市立図書館では、読書や季節の行事を通

して、児童の皆さんとさまざまな体験活動を行

う「子ども読書会」を募集しています。

★いつ、するの？

　毎月第二土曜日の９時30分～11時30 分、

初回は５月 12 日㈯です。

★どんなことをするの？

　毎月１冊の本を借りて感想を話したり、おはなし会

や季節にちなんだ行事や工作を行ったりします。

★だれが入会できるの？

　安来市内に住んでいる小学生なら誰でも入れます。

★年会費

　1,000 円（材料費、イベント保険費など）

申込み・問い合わせ　安来市立図書館　℡ 22-2574 

平成30年行事予定　市内遠足、図書館クイズ、ビ

ブリオバトル、調理実習、さんそ学習館ケイオス

見学 

著　者　深川和己
出版社　現代書林

「発症２週間前からの治療で花粉症の
目のかゆみは激減する！ ｣

　花粉症にそな
えて予防をはじ
めませんか？花
粉症の症状の一
つである目のか
ゆみ。目の花粉症の症状をやわ
らげるよう「初期療法」をやさ
しく解説した一冊です。（中）

の支えは母親が残した本だけで
した。しかし転校生のメイに出
会いカプソンの世界は大きく広
がっていきます。（川）

「レモンの図書室」

　著　　ジョー・コットリル
　訳　　杉田七重
出版社　小学館

　本を読むこと
が大好きな少女
カプソン。母親
を亡くした彼女

「おーい でてこーい 鏡のなかの犬 ｣

　星新一のＳＦ
短編小説が絵本
になりました。
最初の話には、

　作　　星新一
　絵　　中島梨絵
出版社　ミキハウス

底なしの穴が突如、村に登場し
ます。穴を利用する人々はどん
な結末を迎えるのか ･･･。小学
生から読めます。（須）

その他の新着図書情報は

安来　図書館情報　検索

2018 月号４19
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行　

政

学
生
の
皆
さ
ん

年
金
保
険
料
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す

　

大
学
や
専
門
学
校
な
ど
に
在

学
中
の
学
生
に
は
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
例
制
度
に
申
請
す
る
と
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
10

年
間
猶
予
さ
れ
ま
す
。
特
例
制

度
を
利
用
す
る
人
は
、
年
度
ご

と
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。
申

請
は
、
対
象
の
学
生
が
住
民
登

録
を
し
て
い
る
市
区
町
村
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

猶
予
さ
れ
る
年
金
期
間　

▽
過
去
の
期
間
…
申
請
が
受
理

さ
れ
た
月
か
ら
２
年
１
カ
月
前

ま
で　

▽
将
来
の
期
間
…
年
度

末
（
３
月
31
日
）
ま
で

※
平
成
30
年
４
月
に
申
請
す
る

場
合
、
過
去
期
間
は
平
成
28
年

３
月
ま
で
、
将
来
期
間
は
平
成

31
年
３
月
ま
で
。

申
請
場
所
　
保
険
年
金
課
、
広

瀬
・
伯
太
各

必
要
書
類
　
年
金
手
帳
、
印
鑑
、

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の

コ
ピ
ー
（
学
生
証
の
裏
面
に
有

効
期
限
、
学
年
、
入
学
年
月
日

の
記
載
の
あ
る
場
合
は
裏
面
の

コ
ピ
ー
も
必
要
で
す
）
。

そ
の
他
　
平
成
30
年
１
月
１
日

以
降
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
別

途
手
続
き
が
必
要
で
す
。
申
請

の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　

保
険
年
金
課

　

℡
23-

３
０
８
６

・
松
江
年
金
事
務
所

　

℡
０
８
５
２-

23-

９
５
４
０

ど
環
境
保
護
を
推
進
す
る
た
め

の
各
種
補
助
金
を
整
備
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
①
～
③
の
補
助
を
受
け
る
に

は
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

※
①
～
③
は
予
算
の
範
囲
内
で

行
い
ま
す
。
予
算
が
な
く
な
り

次
第
、
終
了
し
ま
す
。

申請が必要ですのでお忘れなく！

平成３０年度
　医学生 ・看護学生の奨学生募集

　将来、市内の医療機関などに医師、看護師、助産師、保健師として勤務する意志のある医

学生・看護学生に対し、奨学金を貸与します。

環
境
政
策
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
な

　　いきいき健康課℡２３-３２２１

①
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等

　

設
置
費
の
補
助

　

環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を

図
る
た
め
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
及
び
蓄
電
池
設
備
の
設
置

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

（
た
だ
し
、
蓄
電
池
設
備
に
つ

い
て
は
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

と
同
時
設
置
す
る
も
の
に
限
り

ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
事
業
所

で
の
購
入
・
設
置
が
条
件
で

す
。
）

申
請
受
付
　
４
月
２
日
㈪
～

②
太
陽
熱
利
用
設
備

設
置
費
の
補
助

　

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を

図
る
た
め
、
太
陽
熱
利
用
設
備

（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
）
設
置

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

申
請
受
付
　
４
月
２
日
㈪
～

対　象　安来市出身者で、大学医学課程または、  

看護学課程、看護師養成施設に在学する人。

※安来市立病院の奨学金制度を受けている人を

除く。

奨学金　○医 学 生…月額 5 万円

　　　　○看護学生…月額３万円

　　　　　※無利子で貸与します。

貸与期間　原則、貸与を決定した月から学校

を卒業する月まで。（ただし、申請は年度ごと

に必要です）

応募期限　４月27日㈮

返還免除　市内の医療機関など

に一定期間勤務することによ

り、奨学金の返還を免除します。

申問

申

問

地
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

2018 月号4

　 ③
水
環
境
保
全
事
業
の
補
助

　

環
境
に
配
慮
し
た
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
水
環
境

の
保
全
に
つ
な
が
る
活
動
に
取

り
組
む
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
４
月
２
日
㈪
～
27

日
㈮

　

①
～
③
は
、
市
議
会
３
月
定

例
会
で
平
成
30
年
度
予
算
の
議

決
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
政
策
課
、

ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　

環
境
政
策
課

　

℡
23-

３
１
０
２

引越しの際は

住所異動手続きを忘れずに

 　異動が多くなる時期です。引越し等で住所を変更する

人は、住民票の異動届が必要です。

　　他の市町村から安来市に転入する場合

　   安来市から他の市町村へ転出する場合

●マイナンバーカード、マイナンバー通知カードの

　住所を最新のものにする必要があります

持ってくるもの　　

①窓口に来た人の本人確認書類（免許証・保険証等）

②「マイナンバーカード」またはマイナンバー「通知カード」

お住まいの

市区町村

　事前に引越し前の市区町村で、転出届

を提出し、転出証明書を受け取る。

　　　　　　　↓　　

　引越し後14日以内に、引っ越し先の市

区町村で転出証明書を添えて転入届を提

出する。

引越し前の

市区町村

引越し後の

市区町村

２

１

　引越し後14日以内に、転居届を提出。

　

　　市内で転居される場合

●窓口でマイナンバーカードの申請ができます

　転入や転居手続きに合わせて、「マイナンバーカー

ド」の申請ができます。申請を希望される人は、市

民課・広瀬　・伯太　の窓口でお申し出ください。

　市民課℡２３-３０８０

収
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。

受
付
期
間
　
４
月
２
日
㈪
８
時

30
分
～
平
成
31
年
２
月
28
日
㈭

（
た
だ
し
、
２
月
末
ま
で
に
清

掃
を
終
了
す
る
も
の
に
限
る
）

受
付
場
所
　
環
境
政
策
課

申
込
方
法
　
▽
申
込
書
を
環
境

政
策
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い　

▽
申
込
書
は
、
環
境
政
策

課
（
安
来　

）
、
広
瀬
・
伯
太

各　

に
設
置
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

注
意
事
項
　
▽
自
治
会
に
よ
る

下
水
路
（
生
活
排
水
路
）
清
掃

に
よ
っ
て
生
じ
た
土
砂
の
み
回

収
し
ま
す　

▽
土
砂
は
土
の
う

袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い　

▽
回

収
は
清
掃
日
の
翌
日
ま
た
は
２

日
後
に
行
い
ま
す
の
で
、
交
通

の
妨
げ
に
な
ら
な
い
場
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い　

▽
不
燃
物

（
金
属
、
ガ
ラ
ス
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
ビ
ン
、
埋
め
立
て
ご
み
）
や
、

燃
や
す
ご
み
（
紙
く
ず
、
草
や

木
）
な
ど
は
入
れ
な
い
で
く
だ

さ
い　

▽
溝
ふ
た
上
げ
機
の
貸

出
し
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

申
込
書
の
記
載
欄
に
そ
の
旨
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
貸
出
台

数
に
限
り
が
あ
り
、
希
望
に
添

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　
　

環
境
政
策
課

　

℡
23-

３
１
０
２

福
祉
バ
ス
の

運
行
経
路
・
時
刻
が

変
更
に
な
り
ま
す

　

夢
ラ
ン
ド
し
ら
さ
ぎ
・
富
田

山
荘
・
湯
田
山
荘
で
は
、
温
泉

を
利
用
さ
れ
る
お
客
様
の
利
便

を
図
る
た
め
、
平
日
に
市
内
各

所
か
ら
福
祉
バ
ス
（
無
料
）
を

運
行
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
よ
り
運
行
経
路
、

運
行
時
刻
の
一
部
を
変
更
し
ま

す
。
変
更
に
つ
い
て
の
詳
細
は

各
施
設
に
て
配
布
す
る
時
刻
表

か
、
夢
ラ
ン
ド
し
ら
さ
ぎ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

夢
ラ
ン
ド
し
ら
さ
ぎ

　

℡
28-

６
３
０
０

下
水
路
清
掃
土
砂
を

回
収
し
ま
す

　

下
水
路
（
生
活
排
水
路
）
清

掃
に
よ
り
発
生
す
る
土
砂
の
回

申

問

申

問

地 地

地

問

問

庁



222018 月号4

平
成
30
年
度

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
確
認
が
で
き
ま
す

　

納
税
者
（
代
理
人
を
含
む
）

の
皆
さ
ん
が
、
市
内
の
ほ
か
の

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
確
認

す
る
こ
と
で
、
所
有
す
る
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
か
ど

う
か
を
比
較
で
き
る
制
度
で

す
。

縦
覧
期
間
　
４
月
２
日
㈪
～
５

月
31
日
㈭
８
時
30
分
～
17
時
15

分
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所
　
税
務
課（
安
来 

 

）

持
ち
物
　
運
転
免
許
証
な
ど
の

本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書
類

（
代
理
人
は
委
任
状
が
必
要
）

●
平
成
30
年
度
固
定
資
産
課
税

明
細
書
を
お
送
り
し
ま
す

　

納
税
者
の
皆
さ
ん
に
、
平
成

30
年
度
固
定
資
産
の
課
税
内
容

を
記
載
し
た
、
「
課
税
明
細
書
」

を
４
月
初
旬
に
お
送
り
し
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課

　

℡
23-

３
０
５
１

児童扶養手当などが改定されます
中
小
企
業
対
象
の

保
証
料
補
給
金
の
上
限
を

20
万
円
に
設
定
し
ま
し
た

　

安
来
市
中
小
企
業
融
資
制
度

保
証
料
補
給
金
制
度
は
、
中
小

企
業
が
金
融
機
関
か
ら
制
度
融

資
を
受
け
、
島
根
県
信
用
保
証

協
会
の
保
証
を
受
け
る
際
に
、

同
協
会
へ
支
払
う
保
証
料
を
、

安
来
市
が
補
助
す
る
制
度
で

す
。

　

同
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
補
助

限
度
額
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
平
成
30
年
４
月
１
日

よ
り
、
上
限
額
を
20
万
円
と
し

て
設
け
ま
す
。

　

ま
た
、
制
度
改
正
に
よ
り
、

申
請
様
式
が
変
更
さ
れ
る
た

め
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
変

更
後
の
様
式
を
掲
載
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に

申
請
す
る
人
は
、
新
し
い
様
式

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

商
工
観
光
課

　

℡
23-

３
１
０
５

受
付
期
間
　
４
月
12
日
㈭
～
26

日
㈭
（
電
子
申
請
は
４
月
９
日

㈪
～
23
日
㈪
）

そ
の
他
　
受
験
願
書
は
、
安
来

市
消
防
本
部
、
広
瀬
・
伯
太
各

分
署
、
比
田
分
駐
所
に
設
置
。

　
　

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
島
根
県
支
部

　

℡
０
８
５
２-

27-

５
８
１
９

介
護
保
険
料
率
は
３
月
分
（
４

月
納
付
分
）
よ
り
変
更
と
な
り

ま
す
。

※
介
護
保
険
料
は
全
国
一
律
、

健
康
保
険
料
率
は
都
道
府
県
ご

と
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
任
意
継
続
の
被
保
険
者
は
４

月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら
変

更
に
な
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
保
険
料
率

○
健
康
保
険
料
率　

10
・
13
％

　

（
平
成
29
年
度
10
・
10
％
）

○
介
護
保
険
料
率　

１
・
57
％

　

（
平
成
29
年
度
１
・
65
％
）

　

全
国
健
康
保
険
協
会
島
根
支

部
℡
０
８
５
２-

59-

５
１
４
０

全
国
健
康
保
険
協
会
島
根

支
部
の
保
険
料
率
変
更

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

け
ん
ぽ
）
島
根
支
部
の
平
成
30

年
度
の
健
康
保
険
料
率
お
よ
び

危
険
物
取
扱
者
試
験

（
甲
種
・
乙
種
・
丙
種
）

試
験
日
　
６
月
10
日
㈰

場
所
　
松
江
市
ほ
か

　平成30年４月分からの各種手当額が次の

とおり改定されます。

■改定内容（手当額は月額）

①児童扶養手当

　・全額支給…42,500円（改定前42,290円）

　・一部支給…42,490円～ 10,030円

　　　　　　   （改定前42,280円～ 9,980円）

　第二子加算額

　・全部支給…10,040円（改定前9,990円）

　・一部支給…10,030円～ 5,020円

　　　　　 　　（改定前9,980円～ 5,000円）

　第三子以降加算額

　・全部支給　6,020円（改定前5,980円）

　・一部支給　6,010円～ 3,010円

　　　　　　　（改定前5,980円～ 3,000円）

②特別児童扶養手当

　・１級…51,700円（改定前51,450円）

　・２級…34,430円（改定前34,270円）

③特別障害者手当　

　・26,940円（改定前26,810円）

④障害児福祉手当

　・14,650円（改定前14,580円）

⑤経過的福祉手当

　・14,650円（改定前14,580円）

支給額の変更は下記の支給分からです

①～②…８月支給分（４月～７月分）から

③～⑤…５月支給分（２月～４月分）から

　　　　※２・３月は改定前の額

福祉課 ①…℡２３-３２４８

　　　 　   ②～⑤…℡２３-３２１７

申

問

問

問

問

問

庁
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

2018 月号4

　狂犬病予防法により、イヌは生涯

に１回の登録と、生後91日以降は年

１回の狂犬病予防注射が義務づけら

れています。飼い犬を守るため、必

ず受けましょう。

　環境政策課℡２３-３１０２

平成30年度 狂犬病予防の集合注射とイヌの登録
■広瀬地域

期日 時　間 場　所

５月

８日㈫

９時20分～９時30分 柿根公会堂

９時40分～９時50分 菅原

10時05分～10時20分 宇波

10時35分～10時45分 下布部消防車庫前

10時55分～11時15分 布部

11時35分～11時45分 西谷生活改善センター

13時10分～13時20分 町公会堂

13時30分～13時45分 比田

13時55分～14時05分 梶公会堂

14時15分～14時25分 滝谷自治会館

14時35分～14時50分 永田公会堂

15時05分～15時15分 福留集会所

５月

10日㈭

13時30分～13時40分 下山佐

13時55分～14時00分 大谷紙屋谷公会堂

14時10分～14時15分 常願寺公会堂

14時30分～14時50分 山佐

15時05分～15時15分 新田集会所

15時25分～15時35分 奥田原

５月20日㈰ ９時30分～10時30分 広瀬　駐車場

■伯太地域

期日 時　間 場　所

５月

17日㈭

９時30分～９時45分    安田関公会堂

９時55分～10時20分 安田老人福祉センター

10時35分～10時55分 元ＪＡ井尻支所

11時05分～11時15分 横屋公民館

11時25分～11時35分 峠之内コミュニティーセンター

13時20分～13時30分 福冨集会所

13時45分～13時50分 久根公民館

14時00分～14時10分 矢原公民館

14時20分～14時30分 下小竹中央公民館

14時45分～14時55分 赤屋

15時05分～15時15分 下十年畑ふれあい館

15時25分～15時35分 常盤公民館

５月20日㈰ 11時00分～12時00分 伯太　駐車場

　　　　　●狂犬病予防注射日程表

■安来地域

期　日 時　間 場　所

４月

17日㈫

９時20分～９時50分 元ＪＡ切川代理所跡地

10時00分～10時20分 赤崎町公民館

10時35分～10時55分 能義

13時20分～13時35分 運動公園佐久保側入口

13時50分～14時15分 宇賀荘

14時25分～14時40分 大塚

14時50分～15時10分 元ＪＡ折坂倉庫

15時20分～15時40分 吉田

４月

19日㈭

９時10分～９時30分 安来港旧港東側

９時40分～９時50分 黒鳥集会所

10時05分～10時30分 島田

10時40分～10時50分 門生公会堂

11時00分～11時15分 吉佐公民館

13時20分～13時30分 福井町公会堂

13時40分～13時50分 論田公民館

14時00分～14時10分 上荒島公会堂

14時20分～14時40分
シルバー人材センター
（元ＪＡ荒島代理所）

14時55分～15時10分 赤江

４月

20日㈮

13時20分～13時35分 神塚公会堂

13時45分～14時00分 西中津公会堂

14時10分～14時40分 飯梨

４月21日㈯
・22日㈰

９時30分～11時00分
市役所安来
（西側駐車場）

接種方法　下表の内、都合の良い場所に、
市から郵送したハガキを持ち、イヌを制御
できる人がお連れください。料金（１匹当たり）　▽注射…３０００円（ワ
クチン代２４５０円、注射済票交付手数料
５５０円）
イヌの登録　未登録のイヌは、会場で登録
ができます。（登録料…３０００円）その他　・動物病院でも注射を受けること
ができます。（市外で受けた場合は、環境
政策課で注射済票の交付が必要です）　
・イヌが死亡、所在地・飼い主を変更した
場合は、環境政策課までご連絡ください。

一
年
一
回
は

　
注
射
だ
ワ
ン

交

交

交

交

交

庁

庁

庁

問

交

交

交

交

交

交

交

交

交

交
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島
根
県
警
察
官

（
大
学
卒
）
の
募
集

　

平
成
30
年
度
の
島
根
県
警
察

官
（
大
学
卒
）
採
用
試
験
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。

●
第
１
回

採
用
　
平
成
31
年
４
月
ま
た

は
、
平
成
30
年
10
月
。

受
付
締
切
日
　
４
月
20
日
㈮

第
一
次
試
験
日
　
５
月
13
日
㈰

受
験
資
格
　
▽
警
察
官
…
平
成

身
長
・
体
重
・
胸
囲
の
身
体
基

準
が
な
く
な
り
ま
し
た　

▽
第

１
回
・
第
２
回
試
験
は
併
願
が

可
能
で
す
。

　

安
来
警
察
署

　

℡
22-

０
１
１
０

31
年
４
月
１
日
現
在
で
満
33
歳

以
下　

※
10
月
採
用
希
望
者
は

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
で
満

33
歳
以
下
。

●
第
２
回

採
用
　
平
成
31
年
４
月

申
込
受
付
期
間
　
５
月
14
日
㈪

～
６
月
13
日
㈬

第
一
次
試
験
日
　
７
月
８
日
㈰

受
験
資
格
　
平
成
31
年
４
月
１

日
現
在
で
満
33
歳
以
下

そ
の
他
　
▽
平
成
29
年
度
か
ら

自
転
車
安
全
利
用
五
則　

１　

自
転
車
は
車
道
が
原
則
、　

　
　

歩
道
は
例
外

２　

車
道
は
左
側
を
通
行 

３　

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、

　
　

車
道
寄
り
を
徐
行

４　

安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　

▽
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・

　
　

並
進
の
禁
止 

　

▽
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯 

　

▽
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と

　
　

一
時
停
止
・
安
全
確
認 

５　

子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

　
　

着
用　

　

一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守

り
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
運

動
期
間
は
市
内
全
域
で
街
頭
指
導
や
、
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
運
動
の
重
点

１
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保

　

と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

２
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

（
特
に
自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
遵
守
）

３
、
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

　

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

４
、
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
地
域
振
興
課
℡
23

-

３
０
６
９

４
月
６
日
㈮
～
15
日
㈰

春
の

全
国
交
通
安
全
運
動

　

４
月
か
ら
取
扱
店
が
増
え
ま
す

　

便
利
な
コ
ン
ビ
ニ
交
付
ご
利
用
く
だ
さ
い　

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
ロ
ー
ソ
ン
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
に
加
え
、
４
月
１
日
か
ら
全
国
の
イ
オ
ン
、

サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
等
で
も
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
と
は

　

コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
の
写
し
等
の
証
明
書
が
取
得
で
き
ま

す
。
利
用
時
間
内
な
ら
ば
全
国
の
各
支
店
で
取
得
で
き
ま
す
。

利
用
す
る
に
は

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
利
用
者
本
人
で
コ
ン
ビ
ニ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
を
選
択

し
、
画
面
の
説
明
に
従
っ
て
、
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
で
操
作
し
ま
す
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
時
に
設
定

し
た
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書

の
暗
証
番
号
（
４
桁
）
の
入
力
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

 

取
得
で
き
る
証
明
書
　
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
・
課
税
証
明

書
・
所
得
証
明
書
・
戸
籍
謄
抄
本
※
・
戸
籍
附
票
※
（
※
戸

籍
証
明
は
、
住
所
・
本
籍
と
も
に
安
来
市
に
あ
る
人
の
み
）

利
用
時
間
　
６
時
30
分
～
23
時
（
た
だ
し
、
戸
籍
証
明
は
平

日
…
８
時
30
～
17
時
15
分
、
土
日
祝
日
…
９
時
～
16
時
）

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
市
民
課
・
広
瀬　

・
伯
太

の
各
窓
口
で
申
請
で
き
ま
す
。
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
・

保
険
証
等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
　

市
民
課
℡
23-

３
０
８
０

問

問

申

問

地

地
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乳
幼
児
健
診

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所
　
４
月
12
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象
　
平
成
29
年
11
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所
　
４
月
11
日
㈬
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象
　
平
成
29
年
６
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
。

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所
　
４
月
19
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象
　
平
成
28
年
９
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ

保　

健

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

子
育
て
家
庭
の
た
め
、　

内

に
親
子
の
遊
び
場
「
プ
レ
イ

ル
ー
ム
」を
解
放
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
４
月
の
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
（
要
申
込
）

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

日
時
・
場
所
　
４
月
24
日
㈫

▽
５
～
６
カ
月
児
…
９
時
45
分

～
10
時　

▽
９
～
11
カ
月
児
…

13
時
30
分
～
13
時
45
分
（
受
付

時
間
）
、　

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」
（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）
、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

申
込
期
限
　
４
月
20
日
㈮

　
　

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

シ
。

●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所
　
４
月
26
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象
　
平
成
27
年
１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
、
当

日
朝
の
尿
。

※
人
数
に
よ
り
９
か
月
児
健
診

の
対
象
者
を
４
月
11
日
㈬
で
案

内
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

日
時
　
４
月
18
日
㈬
13
時
15
分

～
13
時
45
分
（
受
付
時
間
）

場
所
　

対
象
　
平
成
29
年
10
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

　

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

●
み
ん
な
お
い
で
よ
！

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

　

楽
し
い
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を

親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所
　
４
月
16
日
㈪
10

時
30
分
～
11
時
、

●
と
こ
ち
ゃ
ん
の
部
屋

～
親
子
で
絵
本
と
わ
ら
べ

歌
を
楽
し
も
う
～

 

親
子
で
絵
本
と
わ
ら
べ
歌
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
講
師
に
米

子
市
で
絵
本
屋
と
こ
ち
ゃ
ん
を

し
て
お
ら
れ
る
高
橋
素
子
さ
ん

を
向
か
え
、
絵
本
や
わ
ら
べ
歌

を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す
。

日
時
・
場
所
　
４
月
25
日
㈬
10

時
30
分
～
11
時
30
分
、

　
　

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

休日の病気・ケガに対応　休日診療
　市では、安来市医師会のご協力により、

日曜日・祝日などに当番制による休日診療

を行っています。当番医療機関は、毎月配

布する市民カレンダー、市ホームページに掲載してい

ますのでご確認ください。

～利用方法～

●受診される場合は、受診前に必ず当番医療機関へ

電話連絡をしてください。

●受診には、健康保険証、各種医療費受給者資格証

が必要です。また、使用中のお薬が分かるもの（お

薬手帳、使用中のお薬など）をご持参ください。

当番医療機関の診療時間　午前９時～午後６時

　診療時間外は、安来市医師会診療所にご相談くだ

さい。（安来市医師会病院は平成30年３月に名称変更

され、安来市医師会診療所となりました。）

　 ▽ 安来市医師会診療所℡３７-１５１１

救急告示病院

　重い病気やケガの場合、救急告示病院（安来市立

病院、日立記念病院）が 24時間対応しています。受

診前に電話連絡し受診についてご相談ください。

　いきいき健康課℡２３-３２２０

申

問

申

問

伯

伯

健

健

健

健

健

健

健

問

問
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栄
養
相
談
（
無
料
・
要
予
約
）

　

食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
に

つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
専
門

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
市
民
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所
　
▽
４
月
10
日
㈫

９
時
30
分
～
17
時
、
安
来
中
央

　
　

▽
４
月
24
日
㈫
９
時
～
12

時
、

　
　

い
き
い
き
健
康
課

　
　

℡
23-

３
２
２
０　

な
ど
を
支
給　

▽
訓
練
受
講
給

付
金
も
対
応
。

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
来

　

℡
22-

２
５
４
５

・
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

　

℡
23-

１
７
５
０

根
（
松
江
市
東
朝
日
町
）

募
集
期
間
　
４
月
２
日
㈪
～
５

月
15
日
㈫

●
説
明
会
・
見
学
会

開
催
日
　
４
月
11
日
㈬
・
26
日

㈭
・
５
月
11
日
㈮

　
　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

　

℡
０
８
５
２-

31-

２
３
０
９

相　

談

講
座
・
教
室

そ
の
他
　
▽
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ

ン
タ
ー
・
デ
ジ
カ
メ
の
持
込
可

▽
申
込
不
要　

▽
パ
ソ
コ
ン
の

不
具
合
・
修
理
に
つ
い
て
は
対

応
不
可
。

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
（
１
回
２
時
間
）

受
講
料
　
一
回
３
０
０
０
円
。

そ
の
他
　
▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い　

▽
パ
ソ

コ
ン
、
デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
ワ
ー
ド

２
０
１
３
初
級
コ
ー
ス
」

日
時
　
４
月
23
日
㈪
～
26
日
㈭

（
４
日
間
）
９
時
30
分
～
12
時

30
分

受
講
料
　
５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他
　
▽
定
員
15
人　

▽
要

申
込　

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不

要　

▽
一
人
で
入
力
で
き
る
人

が
対
象
。

●
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

　

職
場
や
趣
味
の
仲
間
な
ど
一

緒
に
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容
　
12
時
間
コ
ー
ス
（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
）
※
日
時
、

人
数
、
講
習
内
容
な
ど
は
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
講
料
　
各
講
座
一
人
５
０
０
０

円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

　
　

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー　

℡
23-

１
７
５
０

公
共
職
業
訓
練
受
講
生

（
６
月
入
所
）
を

募
集
し
ま
す

　

求
職
者
を
対
象
に
、
地
域
企

業
の
人
材
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
専

門
的
技
能
・
知
識
を
習
得
す
る

た
め
の
職
業
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

就
職
に
必
要
な
実
践
的
技

能
・
知
識
な
ど
基
礎
か
ら
応
用

ま
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
習

訓
練
期
間
　
６
月
５
日
㈫
～
６

月
28
日
㈭

※
７
月
開
始
の
「
機
械
・
Ｃ
Ａ

Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
」
「
金

属
加
工
科
」
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
技
術
科
」
を
引
き
続
き
受
講

す
る
訓
練
で
す
。

●
ビ
ル
管
理
サ
ー
ビ
ス
科
、
電

気
設
備
技
術
科

訓
練
期
間
　
６
月
５
日
㈫
～
11

月
27
日
㈫

場
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島

心
の
健
康
相
談

（
無
料
・
要
予
約
）

　

精
神
科
の
医
師
や
保
健
師
が

心
の
病
気
や
悩
み
、
ア
ル
コ
ー

ル
問
題
、
も
の
忘
れ
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
・
場
所
　
４
月
５
日
㈭
・

11
日
㈬
・
17
日
㈫
13
時
30
分
～

15
時
30
分
、
松
江
保
健
所

※
前
日
ま
で
に
要
予
約

　
　

松
江
保
健
所

　

℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６

　

・
福
祉
課
℡
23-

３
２
１
６

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー
主
催
の
教
室
な
ど

　

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

　

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
方
法
を
自

由
に
何
度
で
も
教
え
て
も
ら
う

日
で
す
。

　
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
当
セ
ン
タ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
で

の
み
利
用
で
き
ま
す

日
時
　
４
月
２
日
㈪
・
９
日
㈪
・

16
日
㈪
10
時
～
12
時

受
講
料
　
５
０
０
円
。

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　

今
年
度
も
再
就
職
に
向
け
た

職
業
訓
練
を
実
施
予
定
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
技
能
資
格
取
得
や
応

用
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
介
護

職
員
初
任
者
研
修
課
程
修
了
認

定
資
格
取
得
が
目
標
で
す
。
詳

し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

募
集
区
分

①
介
護
Ｐ
Ｃ
実
践
科
（
筆
記
試

験
・
職
場
実
習
あ
り
）

期
間
　
９
月
４
日
～
11
月
30
日

②
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
１

期
間
　
６
月
１
日
～
８
月
31
日

③
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
２

期
間
　
12
月
４
日
～
平
成
31
年

２
月
28
日

※
原
則
、
土
日
祝
日
休
み

対
象
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の

受
講
指
示
ま
た
は
推
薦
が
受
け

ら
れ
る
人
。

受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

等
は
個
人
負
担
）

そ
の
他
　
▽
定
員
各
15
人　

▽

雇
用
保
険
受
給
者
は
基
本
手
当

申

問

交

健

申

問

申

問

申

問

申

問
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

2018 月号4

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

日
時
・
場
所
　
４
月
21
日
㈯
13

時
～
17
時
、
朝
日
公
民
館
（
松

江
市
東
朝
日
町
）

内
容
　
相
続
、
遺
言
、
不
動
産

の
売
買
、
お
金
の
貸
し
借
り
、

ロ
ー
ン
返
済
、
悪
質
商
法
、
裁

判
、
調
停
、
成
年
後
見
等
高
齢

者
の
財
産
管
理
な
ど
。

そ
の
他
　
▽
予
約
優
先　

▽
予

約
は
月
・
火
・
木
曜
日
12
時
～

15
時
ま
で
電
話
に
て
受
け
付
け

ま
す
。

　
　

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

60-

９
２
１
１

▽
安
来
・
伯
太
会
場
…
９
時
～

12
時　

▽
人
権
施
策
推
進
課
℡

23-

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
30
分
～
12
時　

▽
人
権

施
策
推
進
課
℡
23-

３
０
９
５

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会

（
要
予
約
）

▽
13
時
～
16
時　

▽
サ
ポ
ス
テ

松
江
℡
０
８
５
２-

33-

７
７
１
０

縁
結
び
相
談
「
は
ぴ
こ
交
流
サ

ロ
ン
」

▽
10
時
～
12
時　

▽
定
住
推
進

課
℡
23-
３
１
７
９

イ
ベ
ン
ト

　

安
来
節
保
存
会

　

℡
28-

９
９
８
８

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
７
０-

０
６
６-

０
６
６

市
報
を
声
で
届
け
ま
す

「
声
の
広
報
」

　

毎
月
20
日
発
行
の
「
広
報
や

す
ぎ
ど
げ
な
か
ね
」
と
、
年
４

回
発
行
の
「
市
議
会
だ
よ
り
」

の
内
容
を
Ｃ
Ｄ
に
録
音
し
た
「
声

の
広
報
」
を
、
希
望
者
へ
無
料

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

各
種
定
期
相
談
は

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で

　

格
定
期
相
談
の
日
程
は
、
市

民
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
相
談
時
間
・
問
い
合
わ

せ
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談

▽
９
時
～
16
時　

▽
社
会
福
祉

協
議
会
℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
～
12
時　

▽
人
権
施
策

推
進
課
℡
23-

３
０
６
８　

行
政
相
談
所　

お
糸
ま
つ
り

　

安
来
節
初
代
家
元
渡
部
お
糸

は
、
民
謡
安
来
節
の
保
存
・
育

成
に
努
め
、
そ
の
名
を
全
国
に

広
め
ま
し
た
。

　

そ
の
お
糸
の
遺
徳
を
し
の

び
、
追
善
供
養
と
安
来
節
が
披

露
さ
れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時　

４
月
１
日
㈰
10
時
～
12

時場
所　

安
来
節
演
芸
館

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

お
手
紙
募
集

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ー
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

で
放
送
予
定
の
「
に
っ
ぽ
ん
縦

断
こ
こ
ろ
旅
（
２
０
１
８
春
の

旅
）
」
。

　

３
月
26
日
、
沖
縄
県
を
ス

タ
ー
ト
。
九
州
を
北
上
し
、
山

口
、
島
根
、
鳥
取
と
日
本
海
側

を
巡
り
、
岐
阜
を
目
指
し
ま
す
。

　

番
組
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
お

手
紙
で
旅
の
ル
ー
ト
を
決
定
す

る
た
め
、
市
内
の
「
忘
れ
ら
れ

な
い
場
所
、
風
景
」
に
ま
つ
わ

る
手
紙
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

島
根
県
の
放
送
予
定
　
６
月
４

日
㈪
～
８
日
㈮

応
募
期
限
　
４
月
23
日
㈪

応
募
内
容
　
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、
思
い

出
の
場
所
、
風
景
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド

応
募
方
法
　
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
郵
送

送
付
先
　
〒
１
５
０-

８
０
０
１

そ
の
他

申

問

問

問

電
話
な
ど
で
政
策
秘
書
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象　

視
覚
障
が
い
者
、
目
の

不
自
由
な
人
な
ど

そ
の
他　

▽
容
量
に
限
り
が
あ

る
た
め
、
内
容
を
要
約
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す　

▽
市
が
声
の

広
報
で
お
知
ら
せ
し
た
方
が
良

い
と
判
断
し
た
場
合
、
そ
の
他

の
お
知
ら
せ
を
配
布
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
　

政
策
秘
書
課

　

℡
23-

３
０
１
０

課外授業

山 奥 の

たのしい

 大自然に囲まれた春の山佐ダムで、竹の道具やお買い物をして
 親子が楽しめる催しを開催。心地良い一日を過ごしましょう。

日時

山佐ダムキャンプ場   ※小雨決行、雨天の場合は中止  

山佐　　℡３５－０１２９

月4 29日（日・祝） 10:00－15:00

・竹を使った子供体験遊具など

・飲食・雑貨・洋服など20組以上が出店

・ダンスやバンドなどのステージイベント

場所

内容

vol.6

交

申

問



政
策
秘
書
課
編
集
／
安
来
市
役
所

●資源保護のため、この広報紙は再生紙を使用しています。

●広報紙にあなたの写真が載りましたら、差し上げますのでご連絡ください。

●自治会宛の発送等につきましては、地域振興課（☎23-3067）までご連絡ください。

池
の
畔
に
建
つ
元
旅
館

　

歌
手
島
倉
千
代
子
さ
ん
が
唄
う

「
清
水
小
唄
」
の
三
番
に
三
重
塔

の
下
に
あ
る
「
薩そ

う

に

ゃ

い

け

雲
若
池
」
が
登

場
し
ま
す
。
こ
の
池
の
畔
に
建
つ

の
が
元
旅
館
「
清

せ
い
り
ょ
う
て
い

凌
亭
」
。
長
い

間
、
参
拝
客
や
観
光
客
に
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
が
、
建
物
の
老
朽

化
が
進
ん
だ
こ
と
で
こ
の
ほ
ど
解

体
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
月
18
日
に
は
、
「
感
謝
と
な
ご

り
の
茶
会
」
が
開
か
れ
、
多
く
の

皆
さ
ん
が
訪
れ
ま
し
た
。
駆
け
つ

▼
島
根
に
住
む
外
国
人
の
皆
さ
ん

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
口
を
そ
ろ
え

て
出
た
の
が
敬
語
へ
の
悪
評
。
意

味
が
理
解
し
に
く
い
、
よ
そ
よ
そ

し
く
距
離
を
感
じ
る
、
心
を
開
い

て
い
な
い
な
ど
散
々
で
し
た
。
う

な
ず
き
な
が
ら
聞
く
、
私
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
も
敬
語
。
徐
々
に
シ
フ

ト
し
て
い
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
（
山
）

▼
今
号
の
発
行
日
に
は
、
表
紙
の

三
人
は
未
来
に
向
か
っ
て
旅
立
っ

供
。
昭
和
29
年
に
は
旅
館
と
し
て

営
業
し
、
１
０
０
年
以
上
に
渡
っ

て
境
内
の
風
景
の
一
部
と
し
て
池

の
畔

ほ
と
り

に
佇

た
た
ず

ん
で
き
ま
し
た
。

お
も
て
な
し
と
感
謝

　

３
代
目
店
主
の
森
井
勝
己
さ
ん

（
81
歳
）
は
「
昭
和
30
年
代
半
ば

か
ら
60
年
頃
に
か
け
て
、
花
見
の

シ
ー
ズ
ン
に
は
昼
だ
け
で
団
体
客

が
３
回
転
あ
り
ま
し
た
」
と
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。
ま
た
、
「
昭

和
57
年
の
く
に
び
き
国
体
も
印
象

に
残
っ
た
出
来
事
の
一
つ
で
す
。

長
野
・
新
潟
県
の
女
子
選
手
団
の

宿
泊
先
に
な
り
、
私
も
会
場
に
応

援
に
行
き
ま
し
た
。
選
手
か
ら
頂

い
た
お
礼
の
寄
せ
書
き
は
今
で
も

大
切
に
し
て
い
ま
す
」
と
思
い
出

の
数
々
を
語
り
ま
す
。

　

大
阪
で
の
３
年
間
の
修
業
後
、

先
代
の
跡
を
継
ぎ
数
十
年
、
清
水

観
光
の
最
前
線
に
立
っ
て
き
た
森

井
さ
ん
。「
清
水
名
物
の
精
進
料

理
は
若
い
人
た
ち
に
、
今
も
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。
訪
れ
て
く
だ

さ
る
皆
さ
ん
に
感
謝
し
な
が
ら
お

も
て
な
し
を
伝
え
続
け
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
笑
顔
が
あ
れ

ば
人
々
は
来
て
く
だ
さ
る
と
思
い

ま
す
よ
」
と
次
の
世
代
に
エ
ー
ル

を
送
り
ま
す
。「
私
自
身
、
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
や
っ
て

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」。

　

間
も
な
く
杉
の
み
ど
り
を
染
め

る
桜
の
季
節
で
す
。
こ
の
桜
や
薩

雲
若
池
と
共
に
歩
み
、
境
内
の
風

景
に
溶
け
込
ん
で
き
た
清
凌
亭
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
々
の
記
憶

に
残
り
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

け
た
荒
井
昭
子
さ
ん
は
「
お
座
敷

で
よ
く
同
窓
会
を
行
い
ま
し
た
。

２
階
の
窓
か
ら
見
る
池
は
風
情
が

あ
り
ま
し
た
し
、
春
に
は
目
の
前

に
見
え
る
満
開
の
桜
が
見
事
で
し

た
よ
」
と
当
時
を
懐
か
し
み
ま
す
。

　

「
清
凌
亭
」
は
大
正
時
代
、
札

打
ち
に
来
た
人
に
場
を
提
供
す
る

「
座
敷
貸
し
」
が
前
身
。
そ
の
後
、

昭
和
15
年
頃
に
飲
食
店
と
な
り
、

今
日
も
続
く
精
進
料
理
な
ど
を
提

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
春
に
な

り
楓

か
え
で

の
木
が
芽
吹
い
て
き
ま
し

た
。
そ
の
葉
は
太
陽
の
光
を
浴
び

て
こ
れ
か
ら
大
き
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。
楽
し
い
こ
と
の
一
方
で
辛

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ま
す
。
で
も
楓
葉
の
よ
う
に
、
ひ

と
霜
ひ
と
雨
ご
と
の
困
難
が
、
人

生
を
色
づ
か
せ
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。
（
の
）

安来市の人口と世帯数

人口合計／

世 帯 数 ／

H30.2.28現在

（男:18,827人　女:20,462人）

3 9 , 2 8 9 人

1 4 , 2 6 1 世 帯

平
成

3
0

年
4

月
号

「清凌亭」(清水町 )

一世紀にわたるおもてなし

３代目店主森井勝己さん

▲薩雲若池に面した清凌亭の後

ろには三重塔が建っています。


